
SketchUp Pro Advanced Workflowsは、設計や施工のワークフローを進化させたいプロフェッショ

ナルのための製品です。直感的な3Dモデリングの他、点群データの活用やAutodesk Revitファイルを

直接インポートしてデータのコラボレーション活用ができ作業効率をさらにアップします。

データ連携でワークフローを最適化

年間 サブスクリプション

コンセプトデザインを素早く形に

衛星画像や3D地形データなどの

現場の物理情報を取り込み、

iPad上で Apple Pencil を使

用して3Dでスケッチし、アイデアを

素早くデザインすることができます。

クラウドサービスで共有

現場でのデザイン作業を中断

しても、保存した状態から再開。

クラウドの多様な機能を使って

プロジェクトのオンタイムな管理を

支援します。

3D点群データの活用直感的に使える3Dモデラー 環境条件の検討

SketchUpに点群データをイン

ポート表示し、点群データから

地表面モデルの自動生成や3D

モデルを手軽に作成することが

できます。2Dデータのエクスポート

も可能です。

使いやすい描画ツールと、プロ級の

モデルを作成するのに必要な精度

で３Dモデルよる詳細な表現がで

きます。

プロジェクトの初期段階から、日照

など気候条件を変化させながら

コンセプトの検討がおこなえます。

Revitファイルを直接インポート

Autodesk Revitのデータファイル

をモデル構造はそのままに保持しな

がら、 SketchUpに直接インポー

トができます。インポートされたデー

タ要素は、IFCクラスにも自動で整

理され、活用しやすくなります。
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Studio 機能説明

SketchUp Web ○ ○ ○ ○ ○ ブラウザ上で動作するSketchUp

SketchUp for iPad ○ ○ ○ ○ ○ iPadで使用できるSketchUp

3D Warehouse ○ ○ ○ ○ ○
3Dモデルのサンプルが数多く掲載され
ている３Dモデル データ倉庫

Trimble Connect ○ ○ ○ ○ ○ Trimble Connect Business利用

Diffusion ○ ○ ○ ○ ○ AI生成のイメージ画像を簡単作成

SketchUp for PC ○ ○ ○ ○
PCにインストールして使用する
SketchUpアプリケーション

LayOut ○ ○ ○ ○
2Dの資料作成・プレゼン用資料の
作成

XR Viewer ○ ○ ○ ○ SketchUpのデータをARMRで表示

PreDesign ○ ○ ○ ○
日照、採光、気温などの情報をモデ
ルに反映

Extension
Warehouse

○ ○ ○ ○
SketchUp for PCアプリに追加イン
ストールして使うことができるプラグイン
が集まったサイト

Scan Essentials
(Extensionﾊﾞﾝﾄﾞﾙ) ○ ○ ○

SketchUp for Desktopアプリで点
群データを表示しながらモデル作成や
地表面モデルの自動生成ができる
Extension

Revit 形式Importer
(Extensionﾊﾞﾝﾄﾞﾙ) ○ ○

AUTODESK REVITで作成した
RVTデータの要素を整理しインポート

V-Ray
(Extensionﾊﾞﾝﾄﾞﾙ)

○
SketchUpで作成したモデルをレンダ
リングできるExtension
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